
 

 

           
              

  
                    

時の流れは進歩の流れ  

                                                               校長  鈴木  真史   

 

 令和８年が始まりました。令和８年を別の見方で見てみると・・・  

◇ 令和になって８年目  

◇ 平成から３８年目  

◇ 昭和から１０１年目  

 ８年前の令和元年は、ラグビーワールドカップで日本が８強になった年であり、消費税

が１０％になった年でもあります。  

 ３８年前の平成元年は、バブル経済の絶頂期であり、ベルリンの壁が崩壊した年でもあ

ります。  

 １０１年前の昭和元年は、１週間程度しか期間がなかったそうですが、 NHK が設立され

たりダイヤル式の電話が登場したりした年だそうです。  

 

 新しい年が始まると、今年がどんな一年になるのかを思い描く人が多いと思います。ヒ

ントになるかどうかわかりませんが、過去からの進歩を顧みると次の時代のことが少しだ

け想像できます。  

 NHK が設立されたことやダイヤル式電話の登場した

昭和元年と現在を比べてみましょう。今は、スマホで動

画をいつでもどこでも自由に見ることができたり、自

分で動画を作って配信したりもできます。昭和の頃に

「動画で大勢の人に伝えること」が始まり、それが進歩

して、今は「個人で自由に大勢の人に伝えることができ

る」ようになりました。また、ダイヤルを回して電話をしていた時代からそのダイヤル式

電話機が消え、携帯電話で電線を使うことなく手元からいつでも連絡ができるようになり

ました。「相手と連絡をとること」が始まり、それが進歩して「いつでもどこでも自由に

連絡をとることができる」ようになりました。  

 その時始まったことが、進歩して次の時代を創っていきます。今年の一年も次の時代の

進歩を感じることができる一年になることが想像できます。  

 

  ところで、今の子どもたちが大人になっている２０年後、時代はどのようになっている

のでしょう。  

           □  無人運転のタクシー（バス）？  

           □  ガラスや壁に自分の要求した映像が映し出される家？  

           □  身の周りの世話を一切やってくれるロボット？  

           □  嵐が起きる前にエネルギーを変換してためてくれる機械？  

           □  相手を傷つけないように言葉を変換して伝えてくれる電話？  
 

   

 時代を創るのは人です。新しいことを生み出すのも人です。今の子どもたちには、時代

を創る力とチャンスがあります。新しい一年がこれからの時代を創る子どもたちにとって

素晴らしい貴重な一年となることを期待しています。  

 

                                            本年もよろしくお願いいたします。  
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